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日暮里地域周辺における公共施設の課題 

 

施設名 課題 

地域全体 

・ これまで様々な用地情報をもとに日暮里地域周辺における公共施設

等の整備検討をしてきたが、施設を新たに建設するための用地確保

が難しい。 

 

・ 日暮里地域は、区内で最も待機児童数が多い（平成２８年４月１日

現在、６７人。区内全体は１６４人）地域となっている。 

 

・区内では、公園・児童遊園の数が多いとは言えず、日暮里地域にお

いても同様の状況にある。 

日暮里ひろば館 

・ 昭和３８年に建設され（築５３年）、老朽化が進んでいる。 

 

・ ふれあい館整備ニュープランに基づき、既に、区内に１３館（残り

７館）のふれあい館建設が終了している。区としては、日暮里ふれ

あい館の早期整備に向け、用地確保に努めてきたが、同地域におい

て確保が困難な状況にある。 

 

・ 地域から日暮里ふれあい館の早期建設を望む声をたくさん頂いてい

る。 

東日暮里保育園 

・ 昭和４２年に建設され（築４９年）、老朽化が進んでいる。 

 

・ 敷地内に建設したプレハブについても、老朽化が進んでいる。 

 

・ 後から土地を買い足して増築するなどしているため、土地の有効利

用がなされていない。 

 

・ 日暮里地域において、本計画以外で、さらに２９年度に１か所、３

０年度に１か所の保育園の開設が予定されているが、それらを整備

しても待機児童が解消できない。 

ピアホーム西日暮里 

・ 昭和４６年に建設され（築４５年）、老朽化が進んでいる。 

 

・ バリアフリー化がされていないことから、今後継続して使用するた

めには、多額な改修経費が必要となる。 

 

・ 今後増加が見込まれる知的障がい者が、地域で生活していくための

拠点となるグループホームの整備が求められている。 

 

資料１



平成29年4月23日 

子育て支援部保育課 

日暮里地域の待機児童の状況と対策 

 

１ 日暮里地域の待機児童 

 ・２８年４月時点で、区内でも最も待機児童が多い地域は、日暮里地域となっており、そ

の数は６７人となっており、区内全体（１６４人）の約４割を占めている。 

 ・これまでの推移をみると、２６年４月において待機児童ゼロとなったが、その後急増し

ている。 

 ・また、認可保育園に入園できない「不承諾者数」を見ると、区内全体で４０６人おり、

うち日暮里地域では１２３人となっている。区内全体の約３割となっている。 

 

表 待機児童と入園不承諾者数の推移 

  Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

待機児童数 46 37 8 48 164 

（うち日暮里地域） 15 6 0 11 67 

入園不承諾者数 347 278 219 303 406 

（うち日暮里地域） 75 72 71 90 123 

 

２ 日暮里地域における待機児童対策 

 

 ・増加する保育需要に対応するため、日暮里地域において、下記のとおり新たな保育施設

の整備を行い、保育定員の拡大に努めてきた。 

  【認可・小規模保育事業】 

   ２４年４月 私立グローバルキッズ日暮里駅前保育園【定員５０人】 

２５年４月 区立夕やけこやけ保育園【定員１６０人】 

   ２６年４月 私立うぃず東日暮里保育園【定員７２人】 

      ７月 私立グローバルキッズ東日暮里【定員８０人】 

   ２７年４月 私立ポポラー東京東日暮里園【定員６３人】 

   ２７年１１月 私立あい・あい保育園新三河島園【定員９０人】 

   ２８年７月 私立かんかんもり保育園（小規模保育事業）【定員１２人】 

２９年４月 私立東日暮里わんぱく保育園【定員１０２人】 

 

  【グループ型家庭的保育】 

２６年１月 フレンズ保育室【定員１５人】 

２５年４月 ハローフレンズ保育室【定員１３人】 

 

   ２４年度以降５年間で認可保育園等１０園を整備し、６５７人の定員拡大 

 

３ 今後の日暮里地域の対策 

  ２９年１０月 西日暮里２丁目に認可保育園開設【定員５０人】 

  ３０年 ４月 西日暮里６丁目（荒川税務署隣接地）に認可保育園開設【定員１０２人】 

 

   ３０年４月までに 保育定員をさらに１５２人拡大 
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区が検討した公共施設の順次更新案

現・東日暮里保育園（１，５５６㎡） 現・ピアホーム、西日暮里二丁目北児童遊園（１，３８４㎡）
区負担額
（概算）

備考

今回の
区の計画案

約１１億円

○保育園の引越しが一度で済むため、園児や
   保護者の負担を軽減できる。

○保育園の定員拡大が早期にできる。
    （平成３１年度～）

○仮設園舎の建設が不要になる。

○児童遊園を平成３３年度には確保することが
   できる。

●児童遊園を一時的に廃止する期間が生じる。

保育園
現地建替え案

約１５億円

●仮設園舎を建設する場所の確保が難しい。

●仮設園舎を建設するため、上記区の計画案に
   比べて約４億円多くかかる。

●保育園の引越しが二度になるため、園児や
   保護者の負担が増える。

●保育園の定員拡大が２年以上遅くなる。
    （平成３３年度～）

●現在の児童遊園の面積（約９００㎡）が
   １／２程度に減少する。

建設費（区負担分）

・仮設保育園 約４億円

・新・保育園 約８千万円

仮設保育園

【平成３１年度～】

（定員１３０人）

新・ふれあい館

【平成３３年度～】

延床面積

約２，０００㎡

新・児童遊園

【平成３３年度～】

（約６００㎡）

建設費・整備費

・ふれあい館 約１０億円

・児童遊園 約３千万円

新・ふれあい館

【平成３１年度～】

延床面積

約２，０００㎡

新・保育園

（社会福祉法人）

【平成３１年度～】

（定員１５０人）

延床面積

約１，２００㎡

園庭

（地域に開放）

できる限り

木を残す

新・保育園（社会福祉法人）

【平成３３年度～】

（定員１５０人）

延床面積 約１，２００㎡
引
越
し
②

引
越
し
①

園庭

新・児童遊園

（約４３０㎡）

建設費・整備費

・ふれあい館 約１０億円

・児童遊園 約３千万円

建設費（区負担分）

・新・保育園 約８千万円
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これまでに住民の方々からご意見のあった整備案

現・東日暮里保育園（１，５５６㎡） 現・ピアホーム、西日暮里二丁目北児童遊園（１，３８４㎡） 備考

保育園を
現地建替え
＋

ふれあい館との
合築
＋

児童遊園を
維持

●仮設園舎を建設する場所の確保が難しい。

●仮設園舎を建設するため、区の計画案と比べて
   約４億円の費用が多くかかる。

●保育園の引越しが二度になるため、園児や
   保護者の負担が増える。

●既設の保育園を２つに分けることは、人件費
    ・コストが割高であり、また園児への影響も
   大きい。

●保育園の定員拡大ができない。

保育園を
現地建替え
＋

児童遊園を
維持

●地域から早期開設を望まれている日暮里
   ふれあい館が建設できない。

引
越
し
②

仮設保育園

【平成３１年度～】

（定員１３０人）

新・ふれあい館

【平成３３年度～】

延床面積

約２，０００㎡

児童遊園

（約９００㎡）

引
越
し
①

新・保育園

(社会福祉法人)
【平成３１年度～】

（定員７０人）

延床面積

約６００㎡

児童遊園

（約９００㎡）

新・保育園

(社会福祉法人)
【平成３１年度～】

（定員７０人）

延床面積

約６００㎡

仮設保育園

【平成３１年度～】

（定員１３０人）

新・保育園(社会福祉法人)
【平成３３年度～】

（定員１５０人）

延床面積 約１，２００㎡引
越
し
②

引
越
し
①

新・保育園(社会福祉法人)

【平成３３年度～】（定員６０人）

延床面積 約５００㎡

引
越
し
②

園庭

☆ふれあい館整備候補場所
ご意見いただいた場所 区の考え方

①いなげやの屋上
・民間の所有物であり、契約関係や工事期間中の営業の継続から考え、実現はきわめて困難である
・屋上にふれあい館を建設することは技術的にきわめて難しい

②三河島駅前北地区再開発

・地元の意見も踏まえ、体育館（イベントスペースとしても利用可）の整備を検討している
・日暮里ふれあい館は早期開設を要望されているが、再開発事業の竣工は最短でも平成３６年度以降になるため、　開設時期が
  区計画案よりも大幅に遅くなり、住民の期待に応えられない
・日暮里ひろば館と直線距離で約５４０ｍあり、地域的にもバランスが悪い

③日暮里ひろば館 ・敷地面積が６２４㎡しかなく、ふれあい館に必要な面積（敷地面積：約９００㎡、延床面積：約２，０００㎡、３階建て）を確保できない
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これまでに住民の方々からいただいたご質問への回答 

 

○保育園・グループホームについて 

 要望内容 対応・回答案 

１ 

東日暮里サービスセンターの空き

スペースを活用して保育園を整備す

るべき。東日暮里保育園１３０人分

の移転も可能ではないか。 

・東日暮里サービスセンターは、後期高齢者の増加に対

応するため、引き続き介護サービスの提供拠点として

活用していく考えです。 

・東日暮里サービスセンターの３階は、民間の福祉作業

所及び生活介護施設「ボンエルフ」に福祉的就労の場

を提供するため、お貸ししており、空きスペースはあ

りません。 

２ 

ボンエルフはグループホームに併

設できないのか。 

・新グループホームの建設予定地は、約２８０㎡の敷地

面積で、建ぺい率等を考慮すると、延床面積は 

約６００㎡程度までが限界になると想定しています。 

・新グループホームは、最低でも約５００㎡の延床面積

が必要です。 

・一方、東日暮里サービスセンター３階を利用している

ボンエルフの延床面積は３００㎡以上あり、新グルー

プホームとの併設は困難です。 

３ 

保育園やふれあい館の建て方につ

いて、向きや位置、大きさ等、でき

る限り詳細な図面にしてほしい。 

・保育園については、今後行う公募により、社会福祉法

人による整備を予定しているため、具体的な内容は、

現時点でお示しできません。 

なお、整備にあたっては、現在保育園を利用されてい

る保護者や近隣住民からいただいたご意見、ご要望も

踏まえ、実現可能なものは保育園の運営事業者の公募

要項に反映させたいと考えております。 

・ふれあい館については、今後、基本設計・実施設計を

行う予定ですので、現時点で図面をお示しすることは

困難です。 

４ 

児童遊園にある木は残してほし

い。 

・全ての木を残すのは難しいと考えておりますが、木の

大きさや位置等の状況も踏まえて、保育園の運営事業

者の公募要項に記載するなど、少しでも木を残せるよ

う検討いたします。 

５ 

園庭やホールを地域に開放してほ

しい。 

・園庭の開放については、保育園の運営事業者の公募要

項に記載するなど、出来る限り調整を図ります。ホー

ルの開放については、園児の安全性や衛生管理などの

面から難しいと考えておりますが、保育園の運営事業

者とも協議しながら検討いたします。 
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６ 

防音対策はどうするのか。 ・保育園舎に防音壁や二重サッシなどの防音対策や、園

児が園庭で遊ぶ時間を工夫するなど、可能な限り近隣

の方への影響が少なくなるよう事業者とも協議しなが

ら検討いたします。 

 

○ふれあい館について 

７ 

保育園やふれあい館の建て方につ

いて、向きや位置、大きさ等、でき

る限り詳細な図面にしてほしい。 

 

・保育園については、今後行う公募により、社会福祉法

人による整備を予定しているため、具体的な内容は、

現時点でお示しできません。 

なお、整備にあたっては、現在保育園を利用されてい

る保護者や近隣住民からいただいたご意見、ご要望も

検討し、実現可能なものは公募要項に反映させたいと

考えております。 

・ふれあい館については、今後、基本設計・実施設計を

行う予定ですので、現時点で図面をお示しすることは

困難です。 

 

○ピアホームについて 

８ 

通常、マンションは６０年は使え

るはず。築４５年のピアホームを外

にエレベーターをつけるなど改装

し、認知症デイサービスと０～２歳

の保育園とする。 

・ピアホームは、バリアフリー化がされていないこと及

び老朽化が進んでいることから、区では多額の費用を

かけて、現在の建物を改修し、使う考えはありません。 

・また、認知症対応型通所介護（認知デイ）は利用率が

約２割強と低く、サービス縮小や施設の集約、他の介

護サービスへの転換等を検討しており、新たに認知デ

イを始める考えはありません。 

 

○幼稚園について 

９ 
区立幼稚園に空きがあるから、預

かり保育も実施してほしい。 

・区立幼稚園において、幼児教育のさらなる充実を図る 

ため、預かり保育を実施するよう検討しております。 

 

  



 
 

○児童遊園について 

10 

日暮里地域に公園、児童遊園が少

ないのではないか。 

・荒川区全体として、元々、公園、児童遊園は少ないた

め、増やす努力をしております。 

・今回の順次更新により、児童遊園が一時的にはなくな

りますが、現在、解体を進めている真土小学校の跡地

について、三河島駅前北地区再開発事業に着手するま

での間、暫定的に広場状に整備し、子ども達の遊び場

等として使用できないか、検討してまいります。また、

その他の場所についても、講演、児童遊園の確保に向

けて努力してまいりたいと考えております。 

 

○その他 

11 

日暮里地域の人口動態を把握して

いるのか。 

・ 区では、平成２７年度末に策定した『荒川区人口ビ

ジョン』において、４５年後の２０６０年までの人

口推計を行っています。本ビジョンの中で、人口の

増加により、２０６０年時点で約２３万人になると

想定しています。 

・ 日暮里地域においても、２０６０年時点で、現在よ

り約８千人増えると見込んでいます。特に、０～５

歳については、２０２５年に向けて増加し、６～１

４歳については、２０３０年に向けて増加する見込

みです。その後は、それぞれ一旦、減少傾向に転じ、

０～５歳は２０４０年から、６～１４歳は２０４５

年から再び増加傾向になります。 

 



日暮里地域における公共施設等順次更新のスケジュール

場所

①

④

※各施設の設計後に計画説明会、工事着手前に工事説明会を実施予定

①東日暮里二丁目ひろば館跡地
②ピアホーム、西日暮里職員寮、西日暮里二丁目北児童遊園
③東日暮里保育園
④日暮里ひろば館

日暮里ひろば館 運営 未定

基本設計

建設工事 運営

児童遊園 実施設計
ふれあい館建設工事の
バックヤードに活用

建設工事 児童遊園

③

現・東日暮里保育園 運営
解体
工事

日暮里ふれあい館 基本設計 実施設計

運営

②

ピアホーム西日暮里、
西日暮里職員寮

運営

西日暮里二丁目
北児童遊園

児童遊園

新・東日暮里保育園
事業者
選定

設計・建設工事

解体・除却工事

３３年度 ３４年度

障がい者グループ
ホーム

事業者
選定

設計・建設工事 運営

内容 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

跡地利用検討

参考資料


